
作雪少H医需志，　31（2）：104～119，　1983

韓国人横口蓋ヒダの人類学的研究
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　　　Th，　pli，。e（・ugae）P・1・tinae　t・an・versae　and　th・p・pi11・i・・i・i・・were・b・erv・d・nd　measu・ed

accordhユg　to　the　method　of　Lysell4）5）i．n　200　plaster　casts　taken　from　the　upper　laws　of　100　male

and　100　female　Korean　students　ranging　in　age　from　14　to　19．　There　were　about　3　to　4　primary

，。g。，　per　p・1・t・1　h・lf．　M・・t・f　the　rugae　w・・e　c・・v・d，7t。10％・bran・hed，・・d・b・ut…thi・d

papillated．　Secondary　rugae　appeared　hl　half　of　the　subjects，　the　nUmber　being　generally　one　per

side．　In　the　papilla　incisiva，　the　pear－shaped　form　was　the　most　numerous，　followed　by　the　oval

and　the　long，　narrow　types．　Significallt　bilateral　differences　were　observed　in　the　directioll　and　the

posterior　limit　of　the　ruga　zone　of　the　ordinary　primaries　in　both　sexes．　Differences　were　also

found㎞the　lumber　of　branched　and　united　ordinary　prirnaries　and　of　secondary　aロd　fragmentary

rugae　in　the　male　as　well　as　in　the　posterior　limit　of　the　ruga　zone　of　ordinary　primaries　i旦rela－

tion　to　the　teeth　in　the　female，　Differences　in　the　order　of　the　ordinary　primaries　appeared　in

their　shape，　origin　and　direction　and　in　the　frequenヒy　of　the　papillated　rugae．　Significant　sex

differences　were　observed　in　the　shape，　direction　and　branch　of　the　ordhlary　primaries．　Significant

racial　differences　between　Koreans　and　Japanese　exist　in　the　total　number　of　prilnaries　and　in　the

size　of　the　papilla　incisiva．　Shinshu　Med．ノ。，3ヱ：104一ヱヱ9，　ヱ988

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivd　for　publication　October　29，1982）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり，機能的にどれだけの役割を果たしているかにつ

　　　　　　　　　　　　　　1緒　言　　　　　いて醐らかではない1）－5）。

　　横口蓋ヒダ（plicae　palatinae　transversae）は　　　しかし，ヒトの横口蓋ヒダは形態学的に興味あるも

人類を含めた哺乳動物の硬口蓋にみられる粘膜のヒダ　　のとして，かなり古くから，多岐にわたる研究が行わ

である。この横1：1蓋ヒダは類人猿を含む哺乳動物では　　れており，人類学的にも欧米人についてはもちろんの

一般によく鍵しており，哺乳，撒，咀］・ee，嚥下と　こと1）3）－5），躰人ケ・つ！’ても，かなり多数の雛が

いった口腔諸機能の補助装置であると考えられている。　なされてきた6）－17）。

しかしこれら動物に比べ，ヒトの横口藍ヒダはかなり　　　しかしながら，これまでの人類学的研究報告のほと

退化的で，数，長さ，高さのいずれにおいても劣って　　んど大部分においては，横口蓋ヒダの分類について明
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韓国人横口蓋ヒダ

確な定義がなされておらず，観察基準や計測塞準・』あ　　　　Table　l　Distribution　of　native　places

いま・・であ・たり，不統一であ・たりするために洛　一””－Place　…　　M。ie　F。m。1e一

著者によって示されている計測値を相互に比較するこ

とは，ほとんど不可能に近いことが問題であった。　　　　Seou1　　　　　（京　城）22　　　47

1955年にな。てLy・e11・）・）は・トの横疇・肱ら　Ky°nggi　（京畿）25　11

び閾翻頭の頒と定義，その観察と晋剛麟酵　Ky°ngsangnam（慶南）5　2
1　L，北欧人・・ついての計測結果を撒・…　tの方膿灘臨1鷲、1　；

灘ご縁でのところ，追試と比較カミ可能雛一の方　Chung。h。。gP。k（忠北）2　6

法ではないかと考えられるので，われわれの糎では　Ch。11。。。m　（全南）8　　3
さきに山崎16）17）が，このLysel1の方法を用い，日　　　Chollapuk　　　　（全　北）14　　　　5

本人の横口蓋ヒダおよび切歯乳頭について計測を行い，　　Pusan　　　　　（釜　山）　0　　　　2

Lysellの発表した北欧人の成績と比較した結果を報　　　Jeju　　　　　　（斉　州）　0　　　　1

告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pyongannam　　（平　南）　0　　　　3

　－－」6，横口蓋ヒダに関する日本人以外の東洋人にっ　　　Pyonganpuk　　　（平　北）　0　　　　1

いての人類学的研究報告は，台湾原住民18），中国人19），　　Hamkyongnam　　（威　南）　0　　　・i

蒙古人・・）などにつ・・ては行われて・・るカ・，地理白楓，　Whanghaepek（黄髄）1　1

また職的にも，躰人とは近、、関係、。あ礪臥の　Kangw°n　（江原）2　L

横口蓋ヒダについての研究は，これまでのところ見あ　　　　Tota1　　　　　　　　　100　　　100

たらず，人類学的な見地からも，その研究の必要性が

感じられていた・　　　　　　　　　T・bエ・2Ag・di・t・ib・ti・・（J…，1971）
　われわれの教室では，たまたま韓国ソウル市内の男　　＿－t－．．．一一．一一．．．＿＿＿＿　　　．　……一一一

女学生生徒の上顎石膏模型を採取する機会を得たので，　　　Age　　　Male　　Female　　Tota1

その横口蓋ヒダならびに切歯乳頭について，さきに述　　　　　14　　　　　5　　　　　0　　　　　5

べたLysel14）5）の方法に準じて観察，計測を行うと　　　　　15　　　　32　　　　11　　　　43

ともに，山崎17）の日本人におげる計測値との比較を行　　　　　16　　　　37　　　　45　　　　82

ったので，ここに報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　17　　　　23　　　　25　　　　48

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　　　　　　2　　　　　　15　　　　　　17

　　　　　　　　H材料　　　19　1　4　5
　研究材料として，1971年6月韓国ソウル特別市内の　　　　TQta1　　　100　　　　100　　　　200

男女学生生徒から得た，上顎の石膏模型を用いた。印

象採取には当教室所属の歯科医師3名が当たり，アル

ギン酸印象剤（三金アルジエース）と硬石膏（G．c．　　　　皿方　法

プラストーン）を使用した。計測に用いた模型は，採　　　横口蓋ヒダの分類とその定義，およびその観察と計

取した男122個，女126個の中から歯列が正常であり，　　測の基準は，さきに述べたとおり，Lyse114）5）の方法

歯に騙蝕がなく，第2大臼歯の萌出がほぼ完了したと　　に準じた山崎16）の方法にしたがったが，以下にその要

思われるもの男女おのおの100個ずつを選んで使用し　　約を述べる。

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　ヒダの分類と定義

　調査対象者は京城，京畿出身者が過半数を占める　　　ヒダを以下に記述するごとく分類する。

（Table　1）。年令は14才から19才にわたっているが，　　1　1級ヒダ（primary　rugae）

15～17才が大部分である（Table　2）。　　　　　　　　　　a：正常1級ヒダ（ordinary　primary　rugae）

　人種差の比較に用いた日本人の資料は，山崎17）の報　　　　　以下の3条件をみたすヒダとする。

告の中から，加令的変化を考慮して，本研究に用いた　　　　（1）全長が5rnm以上の顕著な高まり。

材料と同年令層の15～19才の年令群のデー一タを採用し　　　　（2）近接する前後の1級ヒダと比較して，その幅が

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明らかに劣らないこと。ただし最後方の1級ヒ
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Fig　l　Nurneration　of　the　rugae

　　　　Branched　rugae（R　H　left）broken　rugae（R　V　rlght），united

　　　rugae　with　common　orgin（R　I－I　rエght），㎜1ted　rugae　wlth　separate

　　　orlgms（R皿一W　rlght），pap111ated　rugae（R皿1eft）posterlor　limit

　　　of　the　ruga　zone（the　dlstance‘‘α　1s　a　measure　of　the　bllateral

　　　asymmetry）

　　　タについては幅の規定はしない。　　　　　　　　1　1級ヒタの順位

　（3）ヒタの始点がヒタ出現需（ruga　zone）の内側　　　ヒタの最内側点と最外側点（ヒタが途中で分枝して

　　3／4以内にあること。ただし，ヒタ出現帯とは　　いる揚合は，それぞれの枝の最外側点を相互をこ結んだ

　　　口蓋の半側において，内側は口藍縫線，外側は　　線分の中点）を結んだ線分の中点の位置によって，前

　　　ヒタの最外側点を相互に結んだ折線とによって　　方から後方へRI，　RH，　R皿のことく順位をっけ

　　囲まれた範囲をいう。　　　　　　　　　　　　る（Fig　1）。分枝した枝の間にほかのヒタが出現し

　b　規格外1級ヒタ（extra　Prlmary　rugae）　　　　た場合は，中点の位置に関係なく分枝したヒタの方に

　（1）全長が5mm以上の高まり。ただし正常1級ヒ　　若い番号を与える（F191，　R　ll・left）。

　　　タのような顕著な高まりでなくてよい。　　　　　2　1級ヒタの外形

　（2）正常1級ヒタの最後方のものよりさらに後方に　　　その形態によって直線（straight），屈折（angular）

　　あること。ただし，そのようなヒタが2本以上　　および轡曲（curved）に分類する。ヒタが分枝してい

　　あるときは最後方のヒタのみをいう。　　　　　　る場合には，両枝とも直線形ならば直線，少なくとも

2　2級ヒタ（secondary　rugae）　　　　　　　　　一方の枝か屈折形ならば屈折，以上のいずれにも属さ

　幅に関係なく長さが3mm以上あるもの。ただし　　ない場合は轡曲とした。

　1級ヒタに入るものを除く。　　　　　　　　　　　　3　1級ヒタの始点（orlgm）

3　断片ヒタ（fragmentary　rugae）　　　　　　　　　ヒタの出現する内側端を始点とし，そのうち口蓋縫

　長さが2mm以上3in皿朱満のもの。　　　　　　　線から始まるものを縫線始点（raphe　or1gln　R），

B　観察，計測の基準（Flg　1，2）　　　　　　　　前述のヒタ出現帯の内半部から始まるものを内側始占
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韓国人横口蓋ヒダ

flame’　　　long　　　　oval　　　Pθar　　　　roUnd　　　spool　　　t㎡angular

・Shaped　　　　　narrow　　　　　　　　　　　　　shaped　　　　　　　　　　　　　＄hapθd

Fig．2　Various　shapes　of　papilla　incisiva

（medial　origin：M），外半部に始まるのもを外側始　　　外形はLysel14）5）の分類によりFig．2に示すごと

点（1ateral　origin：L）とする。　　　　　　　　　　く焔形（fiame－shaPed），長狭形（1。n9，　narrow），

4　1級ヒダの走向（direction）　　　　　　　　　　卵形（ova1），梨子形（pear・shaped），円形（round），

　ヒダの外側端を終点とし，これとヒダの始点とを結　　紡錘形（spool－shaped），三角形（triangular）の7

ぶ直線が口蓋縫線となす角度であらわす。口蓋縫線に　　種類に分けた。

垂直な場合を0°とし，それより前外側に向かうもの　　　C　観察，計測方法

を｛＋），後外側に向かうものを8の角度であらわす。　　　　観察にさいしては，先のとがった3Hの硬い鉛筆を

5　1級ヒダの特殊形　　　　　　　　　　　　　　　用いて石膏模型にヒダの輪郭をえがいた。さらに計測

　これにはFig．1に示すように，分枝（branched），　にあたっては・上顎左中切歯の切縁と左右第1大臼歯

分裂（broken），結合（united），数珠状（papillate），　の近心頬側咬頭頂を含む平面を基準面として，石膏模

それに細部異常（uncommon　details）を分ける。　　　型を平行描写器dioptrograph（スイスGPM製）

6　正常1級ヒダ出現帯の後境の歯との相対的位置　　　（Fig・3）を用いてグラフ用紙上に描記し，1／20mm副

　Fig．1に示すように，口蓋縫線に垂直で，正常1　　尺付ノギスで計測した。この場合に，高まりがヒダと

級ヒダ出現帯の最後点を通る直線が，歯列と交叉する　　判定できる最小の長さは2mmである。なお計測器具

部位に存在する歯の記号を用いて表わす。記号の4，　　としてLysel14）5）はSchwarzの発表したsymme－

5，6はそれぞれ第1小臼歯，第2小臼歯，第1大日　　trographを用いており，山崎16）エ7）は自作の器具を使

歯であり，記号のm，dはそれぞれの歯の近心，遠心　　用しているがJわれわれは計測がより正磁こ，しかも

をあらわす。4／5，5／6などの表示は，歯と歯の接触帯　　容易であるということから平行描写器を用いた。

の前後それぞれ約1mm以内の部分とする。　　　　　　　1）　計測値の処理

7　全ユ級ヒダ出現帯の後境の歯との相対的位置　　　　　以上に述べた各項目にっいてそれぞれ計測を行い，

　規格外1級ヒダを含めた全1級ヒダの出現帯の最後　　平均値（死），不偏分散（u2）を算出した。また，性差，

点について，上記6と同様の方法で計測を行う。　　　　側差および日本人と韓国人の人種差については，F検

8　歯と関連しない正常1級ヒダ出現帯の後境の側差　　定ならびに2×k分割表にもとずくX2検定を行ない，

　正常1級ヒダ出現帯の最後点の左右差であり，　　危険率5％以下を有意とした。なお計算にあたって

Fig．1でαと記入されている。右半側の最後点が左　　は，　TEAC　PS－85パーソナル・コンビ＝一ターと

半側のものより前方にある場合を｛t），後方にある場合　　Hewlett・Packard　HP－97電卓を使用した。

を（一）とし，mmで表わす。

92級・ダと断片・ダの出現部位　　　　　　　　「v結　果
　これらのヒダの出現部位は，それに最も近い1級ヒ　　　結果については1級ヒダ，2級ヒダ，断片ヒダおよ

ダの順位で衷わす。いずれの順位に属するか疑問の場　　び切歯乳頭の順序で述べる。

合は，前方にある1級ヒダの順位に属するものとし　　　A　1級ヒダ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1級ヒダの結果は原則として正常1級ヒダのみにつ

10切歯乳頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いてのものである。ただし，1．数の項と，11．ヒダの
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Fig．3　Dioptrograph

Table　3　Frequency　of　various　numbers　of　ordinary　and　all　primary　rugae　il　right　and

　　　　left　palatal　halves　in　Koreans（100　males　and　100　feniales），　with　the　mean（1）

　　　　and　variance　（u2）

Number　of　rugae

Male
（rt）

0，di。。，y　p．im。。y　　　（lt）

rugae
Female

（rt）

（lt）

　　　　　　　　　　　　　　（rt）
　　　　　　　　　　Male
All　p，im。，y　　　　（lt）

「ugae @　　　　（・t）
　　　　　　　　　　Fernale
　　　　　　　　　　　　　　（1t）

2　　　3　　　4　　　5　　　6

3　　52　　42　　　3　　　0

1　　56　　39　　　4　　　0

3　　48　　44　　　5　　　0

5　　54　　39　　　2　　　0

2　　　　39　　　　42　　　　15　　　　　2

1　　　31　　　53　　　15　　　　0

2　　　32　　　50　　　14　　　　2

0　　　　32　　　　58　　　　10　　　　0

Total　no．　　＿　　　　。

of　cases　　x　u“

100　　　　　3．45　　　0．37

100　　　　　3．46　　　0．35

100　　　　　3．51　　0．41

100　　　　　3．38　　　0．38

100　　　　　3．76　　0．64

100　　　　　3．82　　　0．47

100　　　　　3．82　　0．59

100　　　　　3．78　　0．37

出現帯の後境の歯との相対的位置の項とについては，　　韓国人の口蓋半側の平均数は，男が右3．76，左3．82，

規格外1級ヒダを加えた結果も併記した。　　　　　　　女は右3．82，左3．78となり，これらについても有意の

1　1級ヒダの数（Table　3，4）　　　　　　　　　　左右差，性差は認められなかった。日本人の平均数は

　正常1級ヒダの数は，Table　3に示すごとく，男　　男女，左右ともに韓国人のそれより有意に多い（危険

女いずれも口蓋半側につき3本と4本のものがその大　　率：男の右5％，左1％，女は左右とも1％）。なお

部分を占めていた。平均数にすると男は右3．45，左　　　日本人では左右差はないが，性差が見られ，女の数が

3．46，女は右3．51，左3．38である。有意の左右差およ　　男に比べて有意に多い（危険率1％）。

び性差はいずれも認められなかった。これらの値を日　　　また，1級ヒダの数について左右側の対称性をみる

本人17）の同年令層のものと比較すると，正常1級ヒダ　　と，左右のヒダの数が等しい個体は正常1級ヒダのみ

の数では，男女，左右とも有意差はない。正常1級ヒ　　では男58％，女54％，規格外1級ヒダを加えた全1級

ダと規格外1級ヒダを加えた全1級ヒダの数をみると，　　ヒダでは男49％，女50％にみられた。つまりヒダの数
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Table　4　Bilateral　distribtttion　of　primary　rugae　in　Koreans（100　males　and　100　females）

く
　　No．　of　．

　　　　　rugae　per　side

rt＞lt

rt＝lt

rt〈lt

rt　　lt

4　　2

5　　3

6　　4

3　　2

4　　3

5　　4

6　　5

Total

3　　3

4　　4

5　　5

Total

2　　3

3　　4

4　　5

2　　4

3　　5

Tota1

Total　no．　of　cases

　　　　　　　　　　　Male

Ordinary　primary　All　primary
　　　「Ugae　　　　　　　　　rugae

1　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　2

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

18　　　　　　　　10

1　　　　　　　　8

0　　　　　　　　1

21　　　　　　　　22

36　　　　　　　　19

21　　　　　　　　24

1　　　　　　　　　6

58　　　　　　　　49

1　　　　　　　　0

15　　　　　　　　19

2　　　　　　　　　7

2　　　　　　　　　2

1　　　　　　　　1

21　　　　　　　　29

100　　　　　　　100

　　　　　　　　　　Female

OrClinary　primary　All　primary
　　　rugae　　　　　　　　　rugae

0　　　　　　　　　0

2　　．　　　　　　1

0　　・　　　　　　1

5　　　　　　　　　0

20　　　　　　　　13

2　　　　　　　　11

0　　　　　　　　　1

29　　．　　　　　27

30　　　　　　　　17

23　　　　　　　　30

1　　　　　　　　　3

54　　　　　　　　50

2　　　　　　　　　1

13　　　　　　　　15

1　　　　　　　　　6

1　　　　　　．　1

0　　　　　　　　　0

17　　　　　　　　23

100　　　　　　　　100

Table　5　Frequency　of　straight，　angular　and　curved　ordinary　primary　rugae　in　Koreans

　　　　　　（100males　and　100　females）

Ruga　　　　　－．．

RI　（rt）
　　　　　　（lt）

RH　　（rt）

　　　　　　（lt）

R皿　　（rt）

　　　　　　（lt）

RIV　（rt）

　　　　　　（1t）

RV　　（rt）

　　　　　　（lt）

Tota1　（rヒ）

　　　　　　（lt）

　　　　　　（rt＋1t）

　　　　　　　　　　　　Male　　　　　　　　　　　　　　　Female
No．　of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．　of

rugae　Straight　Angular　Curved　rugae　Straight　Angular　Curved

100　71083
100　41284100

100　5395697　　　　2　　　　51　　　　44

99　　　　3　　　　39　　　　57

45　　　　0　　　　19　　　　26

43　　　　4　　　　6　　　　33

　　3　　　　0　　　　0　　　　3

　　4　　　　0　　　　0　　　　4

345　　　　　　16　　　　　118　　　　　211

346　　　　　　16　　　　　　96　　　　　234

691　　　　　　32　　　　　　214　　　　　　445

100　　　　　15　　　　　12　　　　　73

100　　　　　　　6　　　　　　　28　　　　　　　66

97　　　　5　　　　27　　　　65

95　　　　4　　　　26　　　　65

49　　　　1　　　　16　　　　32

41　　　　0　　　　9　　　　32

　　5　　　　0　　　　　0　　　　　5

　　2　　　　0　　　　　0　　　　2

351　　　　　　27　　　　　「　83　　　　　241

338　　　　　12　　　　　80　　　　246

689　　　　　　39　　　　　163　　　　　487
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Table　6　0rigln　of　ordilary　primary　rugae　in　Koreans（100　males　and　100　females）

～諭＿＿tN軌。，，ugae［Xsie［M］［・］【

RI　（rt）
　　　　（lt）

RH　　（rt）

　　　　（lt）

R皿　　（rt）

　　　　（lt）

RIV　（rt）

　　　　（1t）

RV　　（rt）

　　　　（lt）

Total　（rt）

　　　　（lt）

　　　　（rt＋lt）

100　　　　96　　　　3　　　　1

100　　　　98　　　　2　　　　0

100　　　　　　49　　　　　42　　　　　　9

100　　　　　　52　　　　　42　　　　　　6

97　　　　　　46　　　　　32　　　　　19

99　　　　　35　　　　　41　　　　　23

45　　　　　　15　　　　　16　　　　　14

43　　　　　　12　　　　　15　　　　　16

　3　　　　2　　　　1　　　　0

　4　　　　1　　　1　　　2

345　　　　　208　　　　　94　　　　　43

346　　　　　198　　　　101　　　　　47

691　　　　　406　　　　　195　　　　　　90

　　　　　　　Female
No。　of　rugae［Rコ　　〔Mコ　［L］

100　　　100　　　0　　　0

100　　　100　　　0　　　0

100　　　　　　60　　　　　29　　　　　11

100　　　　　　63　　　　　27　　　　　10

97　　　　　　46　　　　　31　　　　　20

95　　　　　　36　　　　　39　　　　　20

49　　　　　　14　　　　　14　　　　　21

41　　　　4　　　17　　　20

　5　　　　1　　　　0　　　　4

　2　　　　1　　　　1　　　　0

351　　　　　221　　　　　74　　　　　56

338　　　　　204　　　　　84　　　　　50

689　　　　　425　　　　158　　　　106

［Rコ＝origin　in　contact　with　the　palatine　raphe

［M］＝origin　in　the　medial　half　of　the　ruga　zone

ELコ　＝origin　il　the　lateral　half　of　the　ruga　zone

Table　7　Direction　of　ordinary　primary　rugae　in　Koreans（100　males　and　100　females）

＼隠㎡㎎。，璽　　u2 　　　　　　　　Fernalel。。．。、，ugae。　u2

RI　（rt）
　　　　（lt）

Rll　（rt）

　　　　（lt）

R皿　　（rt）

　　　　（1t）

RIV　（rヒ）

　　　　（lt）

RV　（rt）
　　　　（1t）

100　　　　　　　3，26　　　　　228．61

100　　　　　　14．06　　　　　203．92

100　　　　－14，44　　　　　265．04

100　　　　　　　6．45　　　　　321．13

97　　　　－17．05　　　　　577．92

99　　　　　－3，24　　　　　408，44

45　　　　　－8．13　　　　　613．06

43　　　　　－0．53　　　　　524．41

　3－9。46169．00
　49．46199．66

100　　　　　　　8．47　　　　　150．06

100　　　　　　15．00　　　　　212．58

100　　　　－10，43　　　　　351．19

100　　　　　　　3．15　　　　　331．24

97tt @　　－20．36　　　　　437．23

95　　　　　－2，95　　　　　407．23

49　　　　　－一　20．58　　　　　　542．42

41　　　　　－0．56　　　　　417．79

　5－30．961175．80
　2　　　　　－14．04　　　　　　16．32

　　The　direction　was　measured　as　the　angle（in　degrees）between　the　rugae　and　the

normal　to　the　raphe，　forward　and　backward　inclinations　being　denoted　as　positive　and

negative　respectively．

が左右同数である個体と，同数でない個体とは，男女　　度が高く，それより後方のヒダでは低くなっている。

ともはぼ半数ずつとなっている（Table　4）。　　　　　これに対して，屈折は男女ともRIではその頻度がい

2　外形（Table　5）　　　　　　　　　　　　　　　　ちじるしく低く，それより後方のヒダでは高くなって

　正常1級ヒダの外形を，ヒダの順位別に分類したも　　いる。男ではR皿にその出現頻度の頂点がみられるが，

のをTable　5に示した。ヒダの合計では轡曲が最も　　女ではRHおよびR皿のヒダでの出現頻度はほとんど

多く，次いで屈折がこれにつぎ，直線はまれである。　　変わらない。また，轡曲と屈折の比率をみると，左右

轡曲は男女ともに最前方にあるヒダRIでもっとも頻　　差はないが性差がみられた。すなわち，右側では男は
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Table　8　Frequency　of　branched，　minor　branched　and　broken　ordinary　primary　rugae

　　　　in　Koreans（100　males　and　100　females）

＼、
　　、＼
　　　＼Ruga　　＼＼、

RI　（rt）
　　　　（1t）

RII　（rt）

　　　　（lt）

R皿　　（rt）

　　　　（lt）

RIV　（rt）

　　　　（1t）

RV　　（rt）

　　　（1t）

Total　　（rt）

　　　（lt）

　　　（rt一トlt）

　　　　　　　Male
臨。呈fB・・n・h・d解温edB・・1・・n

100　　　　17　　　　5　　　　1

100　　　　15　　　　3　　　　0

100　　　　4　　　　1　　　　1

100　　　　17　　　　1　　　　1

97　　　　6　　　　0　　　　0

99　　　　11　　　　2　　　　0

45　　　　1　　　　0　　　　0

43　　　　2　　　　0　　　　0

3　　　　0　　　　0　　　　0

4　　　　0　　　　0　　　　0

345　　　　28　　　　6　　　　2

346　　　　45　　　　6　　　　1

691　　　　　　73　　　　　　12　　　　　　　3

　　　　　　Female
搬。呈fBra・・h・d器猛edB・・…

100　　　　9　　　　4　　　　0

100　　　　11　　　　3　　　　0

100　　　　6　　　　　0　　　　0

100　　　　8　　　　　2　　　　0

97　　　　6　　　　0　　　　1

95　　　　7　　　　1　　　　1

49　　　　0　　　　　0　　　　2

41　　　　1　　　　0　　　　　2

5　　　　0　　　　0　　　　0

2　　　　0　　　　　0　　　　0

351　　　　21　　　　4　　　　　3

338　　　　27　　　　6　　　　3

689　　　　　　48　　　　　　10　　　　　　　6

女よりも屈折の占める比率が有意に高い（危険率1　　R皿のヒダで最も大きく，女では左のRIVを例外とす

％）。しかし左側では有意の差は認められなかった。　　　れば，後方のヒダほどその角度が大きくなる傾向がみ

　臼木人でも17），韓国人とほぼ同様の傾向を示してい　　られた。

る。しかし，韓国人に認められた鰻曲と屈折の比率に　　　つぎに，ヒダの走向を左右側で比較すると，男女と

おける性差は日本人では認められていない。　　　　　　もRIでは右側のヒダの前方への傾斜角が左側のそれ

3　始点（Table　6）　　　　　　　　　　　　　　　　に比べて有意に小さく（危険率1％），　R　llからRIV

　正常1級ヒダの始点は，Table　6に示すように，　　のヒダでは右側にあるヒダの後方への傾斜角が左側に

全体としてみると口蓋縫線から始まるヒダすなわち　　比べて有意に大きくなっている（危険率1％）。つま

〔R〕がもっとも多く，ヒダ出現帯の内側半に始まる　　　り，右側のヒダは左側に比べ，全体として有意により

〔M〕がこれに続ぎ，外側半に始まるヒダ〔L〕がもっと　　後方に傾いていることになる。ただし，男のRWと，

も少ない。また前方にあるヒダほど〔R〕の占める割合　　男女のRVでは走向に有意の左右差はなかった。

が多く，RIのヒダでは男で97％，女では100％が〔R〕　　　これを男女の間で比較すると，右側のRIの傾斜角

である。順位が後方のヒダほど〔R〕の割合が少なくな　　の値は男で＋3．26，女は＋8．47であり，女の方が有意

り，逆に〔L〕の割合が多くなる。〔M〕はRI，　R皿，　　により前方に傾斜しており（危険率1％），また右側

RIVでは，その出現する割合は似ている。これらの傾　　のRIVでは男が一8．13，女が一20．58と，女の方が有

向は，男女，左右のいずれにおいても同様であり，有　　意により後方に傾斜している（危険率5％）。そのほ

意の左右差，性差ともに認められなかった。日本人17）　　かのヒダでは，男女間に有意の性差はみられなかっ

でも韓国人とほぼ同様の傾向にある。　　　　　　　　た。

4走向（Table　7）　　　　　　　　　　　　　　　　同年令層の日本人17）においても，右側のヒダが左側

　正常1級ヒダの走向をTable　7についてみると，　　のヒダよりも，また順位が後方のヒダほど，後方への

各ヒダの順位別では，前方にある左右のRIと左の　　傾斜角度が大きくなっており，韓国人とほぼ同様の傾

RHのヒダは，男女とも外側前方に向かって走り，｛＋）　　向を示す。

の値を示す。それ以外の残りのヒダは，男の左RVだ　　　5　分枝（Table　8）

けを例外として，すべてが外側後方へ走る（→の値を示　　　正常1級ヒダのなかで分枝するものは，Table　8に

していた。この場合に後方へ向かう傾斜角は，男では　　示すとおりである。分枝のうち枝の長さが3mm以上
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Table　g　Frequency　of　united　ordinary　primary　rugae　hl　Koreans（100　males　and　100

　　　　females）

＼
RI／H　（rt）

　　　　　（lt）

RH／皿　　（rt）

　　　　　（lt）

R皿／IV　（rt）

　　　　　（lt）

RI▽／V　　（rt）

　　　　　（1t）

RI／1∬　（rt）

　　　　　（1t）

RH／IV　（rt）

　　　　　（lt）

Tota1　　（rt）

　　　　　（lt）

　　　　　（rt＋1t）

　　　　　　　Male
Common　origin　Separate　origins

3　　　　　　　　　4

1　　　　　　　　　　5

3　　　　　　　　　10

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　3

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　1

0　　　　　　　　　　1

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

1　　　　　　　　　　3

6　　　　　　　　　18

2　　　　　　　　　　9

8　　　　　　　　　27

　　　　　　Female
Common　origin　Separate　origins

12　　　　　　　　　　8

7　　　　　　　　　　5

0　　　　　　　　　　2

1　　　　　　　　　　4

0　　　　　　　　　　2

0　　　　　　　　　　3

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

1　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　1

13　　　　　　　　　12

8　　　　　　　　　　13

21　　　　　　　　　26

のものを分枝（branched）とし，2mm以上3mm未　　のヒダが途中で結合する分離始点（separate　origins：

満のものを小枝（minor　branched）として別に掲げた。　S）の2種類に分類される。結合は（C），（S）いずれ

長さ2mm未満のものは無視してある。長さ3mm以　　もTable　8にみられるとおり，それほど多いもので

上の分枝は正常1級ヒダのうち，男で約IOAe，女約7　　はなく，　R　IとRI間，およびRHとR皿間にそのほ

％にみられ，その大部分がRIからR皿のヒダにある。　　とんどが出現する。左右を比較すると，男では（C），

左右を比較すると，男女とも左側に多い傾向があり，　　（S）とも右側に多く，（C）と（S）を加えるとその左

とくに男の左側の出現率は右側に比べて有意に高い　　右差は有意となる（危険率1％）。女では（C）は右側

（危険率5％）。またこの分枝は，全体として左右とも　　に多いが，（S）は左右ほぼ同数であり，有意の左右差

男の方が女より多く出現しており，とくに左側では男　　はない。有意の性差は認められなかった。

の出現率が女に比べ有意に高い（危険率5％）。　　　　　8　数珠状ヒダ（Table　10）

　小枝は，正常1級ヒダの2％弱に認められるだけ　　　ヒダの全体，あるいは1部が数珠状を示す数珠状ヒ

で，きわめて少なく，その大部分がRIで認められた　　ダは，男女とも正常1級ヒダのうちの1／3強を占めて

（Table　8）。日本人17）でもその数ははなはだ少なく，　　いる（Table　10）。ヒダの順位別にその出現率をみる

韓国人との間に有意の差は認められない。　　　　　　と，RIでは1％以下で最も低く，後方のヒダほど出

6　分裂（Table　8）　　　　　　　　　　　　　　　現率が高くなり，　R皿で男の左（74．8％）が，　RIVで

　ヒダが切れ目によって分断されてはいるが，全体が　　男の右（75．6％）と女の左（79．6％），右（68，3％）

1本のヒダとしての経過をもつ場合であるが，そのよ　　がそれぞれ最高の出現率を示す。RVはヒダそのもの

うな分裂ヒダの出現頻度はきわめて低く，男女とも　　の数がきわめて少ない。有意の左右差と性差はともに

正常1級ヒダの1％にも満たない（Table　8）。日本　　認められなかった。

人17）でも同じである。　　　　　　　　　　　　　　　　日本人17）では，数珠状ヒダのしめる割合が正常1級

7　結合（Table　9）　　　　　　　　　　　　　　　　ヒダの1／3弱と，韓国人よりいくぶん少ない。

　結合セこは2本のヒダが共通の始点をもつ形の結合，　　　9　細部異常（Table　10）

共通始点（common　origin：C）と，始点の異なる2本　　　正常1級ヒダの細部異常として認められたものは，
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Table　10　Frequency　of　papillate　ordinary　prlmary　rugae　and　unions　between　ord㎞ary

　　　　　　primary　rugae　and　secondary　or　fragmentary　rugae血Koreans（100　males　and

　　　　　　100females）

＿｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．「’．ttL｝tT｝‘｝untt瞬

、＼

Ruga
x

RI　（rt）
　　　　　　（lt）

RII　（rt）
　　　　　　（lt）

R皿　　（rt）

　　　　　　（1t）

RIV　（rt）
　　　　　　（1t）

RV　　（rt）
　　　　　　（lt）

Total　（rt）

　　　　　　（1t）

　　　　　　（rt＋lt）

　　　　　　　　　　Male

轟。量f認量・t・羅慧器th

100　　　　　1　　　　　2
100　　　　　　0　　　　　　0

100　　　　　37　　　　　　3

100　　　　　43　　　　　0

97　　　　　67　　　　　　0

99　　　　　74　　　　　　0

45　　　　　34　　　　　2

43　　　　　26　　　　　0

　3　　　　　1　　　　　0

　4　　　　　2　　　　　0

345　　　　140　　　　　7

346　　　　145　　　　　0

691　　　　285　　　　　7

　　　　　　　　　Female

N・．・・P・pil1…躍。留th
「Ugae　　　「Ugae　　　　　OriginS

100　　　　　0　　　　　0
100　　　　　　1　　　　　　1

100　　　　　25　　　　　　0

100　　　　　32　　　　　1

97　　　　　62　　　　　　0

95　　　　　63　　　　　　0

49　　　　　39　　　　　　0

41　　　　　28　　　　　　0

　5　　　　　4　　　　　0
　2　　　　　　2　　　　　　0

351　　　　　130　　　　　　0

338　　　　　126　　　　　　2

689　　　　　256　　　　　　2

No　union　with　common　origin　present．

Table　ll　Frequency　of　the　various　posterior　limits　of　the　ruga　zone　in　Koreans

　　　　　　　　（100males　and　100　females）

Tooth　zone

4皿esia1　　（rt）

　　　　　　　　　　（lt）

4　distal　　　（rt）

　　　　　　　　　　（1t）

4／5　　　（rt）
　　　　　　　　　　（lt）

5mesia1　（rt）
　　　　　　　　　　（1t）

5　distal　　　（rt）

　　　　　　　　　　（lt）

5／6　　　（rt）
　　　　　　　　　　（1t）

6mesia1　（rt）
　　　　　　　　　　（1t）

6　dista1　　　（rt）

　　　　　　　　　　（lt）

Tota1　　　　（rt）

　　　　　　　　　　（lt）

　　　　　　　　　　（rt＋1t）

　　　　　　　　　Male

O・ldina「y　Al1　P，im。，y

躍a翫e　rug…n・

　0　　　　　　　　　0

　0　　　　　　　　　0

　1　　　　　　　　　1

　1　　　　　　　　　1

　3　　　　　　　　　2

　8　　　　　　　　　7

20　　　　　　　　　15

24　　　　　　　　20

43　　　　　　　　　35

35　　　　　　　　31

24　　　　　　　　25

24　　　　　　　　22

　9　　　　　　　　　22

　8　　　　　　　　　19

　0　　　　　　　　　0

　0　　　　　　　　　0

100　　　　　　　　100

100　　　　　　　　100

200　　　　　　　　200

　　　　　　　　　Female

鰻囎，縮慧「y

　0　　　　　　　　　0

　0　　　　　　　　　0

　0　　　　　　　　　0

　4　　　　　　　　　3

　4　　　　　　　　　4

　3　　　　　　　　　4

17　　　　　　　　10

26　　　　　　　　17．

41　　　　　　　　34

44　　　　　　　　42

31　　　　　　　　35
21　　　　　　　　　25

　7　　　　　　　　17

　　1　　　　　　　　　8

　0　　　　　　　　　0

　　1　　　　　　　　　1

100　　　　　　　　100

100　　　　　　　　100

200　　　　　　　　200
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Table　12　Bilateral　comparison　of　the　posterior　llmit　of　ordlnary　prlmary　ruga　zone　ln
　　　　K・rea・・（100・m・1・・a・d　100　f・m・les）．　Th・p。・iti・n・f　th・・ight　limit　i・given　in

　　　　relation　to　the　left（difference　in　mm）

Male

Female

　　Rposterior　to　L（一）　Level　Ranterior　to　L（十）

－7　－6　－－5　－4　－3　－2　－1　　0　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7

0　　1　　7　　6　　9　　18　　20　　1　　14　　6　　6　　1　　0　　1　　0

11441013202211950000

諏器s愚巳・ア　u2

100　－O．94　　5．43

100　－0．81　　4．41

Table　13　Frequency　of　various　numbers　of　secondary　and　frag皿entary　rugae　ln

　　　　Koreans（100　males　and　100　females）

］N「umber　of　rugae

Secondary　rugae　　Male　　（rt）

　　　　　　　　　　　　　　　（1t）

　　　　　　　　　　Female　　（rt）

　　　　　　　　　　　　　　　（1t）

Fragmentary　rugae　Male　　（rt）

　　　　　　　　　　　　　　　（1t）

　　　　　　　　　　Female　（rt）

　　　　　　　　　　　　　　　（正t）

0　　　1　　2　　　3

46　　41　　12　　　1

66　　29　　　4　　　1

47　　41　　10　　　2

57　　33　　9　　　1

90　　　8　　　2　　　0

97　　　3　　　0　　　0

84　　13　　3　　0

90　　9　　　1　　0

熟｝，器・x　・・

100　　　　0，68　　　　0．52

100　　　0。40　　　0．38

100　　　0．67　　　0．54

100　　　　0．54　　　　0。49

100　　　0．12　　　0．15

100　　　0．03　　　0．03

100　　　0．19　　　0．21

100　　　0，11　　　0．21

それが2級ヒダまたは断片ヒダと結合した形のものの　　境は存在しない。左右差は女で認められ，右側の後境

みで，環状のヒダや，一端が螺旋状に終わっている特　　が左側に比べてより後方にある　（危険率5％）。有意

殊な形のものはみられなかった。2級ヒダまたは断片　　の性差は認められなかった。

ヒダとの結合の形は，すべて始点が異なる分離始点の　　　日本人17）では，5mに達するものが最も多く，以下

もののみであり，始点が同じである共通始点のものは　　5／6，5dの1頂とts　o．ている。

なかった（Table　10）。　　　　　　　　　　　　　11全1級ヒダ出現帯の後境の歯との相対的位置

　日本人17）では，環状のヒダや，一端が螺旋状に終わ　　　（Table　11）

っている特殊な形のものが計3例認められている。2　　　規格外1級ヒダを含めた全1級ヒダ出現帯について

級ヒダあるいは断片ヒダとの結合形の大部分は，始点　　みると正常1級ヒダ出現帯の後境の場合とくらべて，

の異なる分離始点であるが，始点が同じである共通始　　　5m，5dに後境のあるものが減少し，6mを後境と

点の形のものも，少数ながら2例が認められている。　　するものが増加しており，全体として出現帯の後境が

またこれらの結合形の日本人における出現頻度は韓国　　　より後方にある。左右差，性差は認められなかった。

人より高い傾向がある。　　　　　　　　　　　　　12歯と関連しない正常1級ヒダの後境の側差

10正常1級ヒダ出現帯の後境の歯との相対的位置　　　（Table　12）

　（Table　11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常1級ヒダの後境の位巌を左右で比較すると，

　正常1級ヒダの出現帯の後境は，Table　11でみら　　Table　12に示すごとく左右差の値を示すα（Fig・1）

れるように，5dに達するものが最も多く5／6，5m　　の平均値は男一〇．94，女一〇．81であり，いずれも右の

がこれに続く。4皿より前方に正常1級ヒダの後境が　　後境が有意に左よりも後方に位置している（危険率1

存在する例はない。また6dでは，女の左側に1例が　　％）。男女を比較するとその平均値に差はあるが有意

みられただけで，それより後方には正常1級ヒダの後　　ではない。
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Table　14　Frequency　of　secondary　and　fragmentary　rugae　associated　with　ordinary

　　　　primary　rugae　in　Koreans（100　males　alld　IOO　females）

㌃一一く
RI　　（rt）

　　　　　（lt）

Rn　　（rt）

　　　　　（1t）

RIE　　（rt）

　　　　　（lt）

RIV　　（rt）

　　　　　（lt）

Tota1　　（rt）

　　　　　（1t）

　　　　　（rt＋lt）

　　　　　Male
Secondary　　　Fragmentary
rugae　　　　　　　　rugae

15　　　　　　　　3

5　　　　　　　　0

24　　　　　　　　5

15　　　　　　　　1

21　　　　　　　　3

16　　　　　　　　1

8　　　　　　　　1

3　　　　　　　　1

68　　　　　　　12

39　　　　　　　　3

107　　　　　　　15

　　　　　Female
SeconClary　　Fragmentary
rugae　　　　　　　rugae

14　　　　　　　　0

12　　　　　　　　3

32　　　　　　　　7

20　　　　　　　　4

18　　　　　　　　10

17　　　　　　　　3

3　　　　　　　　2

5　　　　　　　　1

67　　　　　　　19

54　　　　　　　11

121　　　　　　　30

Table　15　Frequency　of　various　shapes　of　inci－　　Table　16　The　length　and　width　of　incisive　pa－

　　　sive　papilla　in　Koreans（100　males　and　100　　　　pilla　and　W／L　index　in　Koreans（100　males

　　　females）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　100　fenユales）

Flame・shaped

Long，　narrow

Oval

Pear・shaped

Round

Spool－shaped

Triangular

TQta1

M・1・F・m・1・瀦謬d レ‘・・u2

12　9　　21　　L・ngth　M・1・
16　　圏12　　　　28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Female
20　　　20　　　　40
35．@42　　　77　　　　Width　　　Male
4　　　　6　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　Female

3　　　4　　　　7
10　7　17　　W／L　i”dex　Male

1 100　　100　　　200
Female

100　　　5，87　　　　1．00

100　　　5．98　　　1．10

100　　3．18　　　0，96

100　　　3．22　　　　0．79

100　　54，56　　241．61

100　　54．45　　215．33

　B　2級ヒダ（Table　13，14）　　　　　　　　　　　断片ヒダの口蓋半側の平均数は約0．1本であり，全

　韓国人の2級ヒダの平均数は男の右0．68，左0．40，　　例の約10％にみられるが，多くても2本までである

女の右0．67，左0．54である。またその出現頻度は，男　　（Table　13）。男では右側に有意に多く（危険率5％），

の右で54％，左で34％，女の右で53％，左で43％であ　　女でも右側に多い傾向はあるが，有意ではない。また

る。男では右側に有意に多く出現する（危険率5％）。　　女の方に多い傾向はあるが有意の性差はない。断片ヒ

女でも右側に多い傾向はあるが有意ではない。有意の　　ダの出現部位は男でRll・女でRIHに最も多い傾向が

性差は認められなかった。2級ヒダのみられる個体に　　あった（Table　14）。

幽ついて，その出現するヒダの数をみると，1本だけの　　　D　切歯乳頭

ものが約80％を占め，最も多くても3本までである　　　1　外形（Table　15）

（Table　13）。また出現部位をみると，男女ともRI　　　梨子形が最も多く男で35％・女で42％にみられる・

の周囲に最も多く，R皿，RIがこ溜こついで多い　卵形，長狭形がこれにつづいて多い・櫨の性差は認

（Table　14）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められない。

　C　断片tダ（Table　13，14）　　　　　　　　　　　　日本人17）の場合も，梨子形が最も多く約半数をしめ・
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っついて三角形，長狭形の順となっている。　　　　摘している。またLundstr6m21）は上顎左側第1大

2　長さと幅（Table　16）　　　　　　　　　　　　　臼歯が上顎右側第1大臼歯よりも前方に位置している

　切歯乳頭の長さと幅，ならびに長幡指数をTable　　と報告しており，これもその可能性を裏付けている。

16に示す。男女の問に有意な差はみられない。　　　　　　しかし，山崎16）は，これらのヒダの左右差の程度が

　日本17）人の切歯乳頭は長さ男7．41mm，女6．64mm，　歯の前後的位置の左右差より明白に大きく，しかも前

幅男4．99mm，女4．39mm，長幅指数男69．5，女69．5　　方のヒダでもその走向にかなりの左右差が見られるの

であり，韓国人の値が長さ，幅，長幅指数とも有意に　　で，歯の位置だけに原因があるとは言えないと述べて

小さくなっている（危険率1％，ただし女の長さにっ　　いる。この点さらに検討の余地があろう。

いてだけは危Wt率　5　％）。　　　　　　　　　　　　　　　このほかに左右差が見られるのは分枝，結合，2級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒダの数，断片ヒダの数で，いずれも男においてのみ

　　　　　　　　V　考　　　察　　　　　　　　　　見られる。分枝は左側で有意に多く，そのほかの項目

　A　韓国人横口蓋ヒダの平均像　　　　　　　　　　　では右側が有意に多くなっている。これらのなかで結

　韓国人の横ロ蓋ヒダのうち，1級ヒダに属するもの　　合は危険率1％の有意差があり，女でも右に多い傾向

の数は口蓋半側につき3～4本で，その外形は轡曲し　　がある（Table　9）。そのほかの分枝・2級ヒダと断

ているものが大部分である。その始点をみると，前方　　片ヒダの数における左右差の危険率はいずれも5％で

のヒダはP蓋縫線に近く始まり，後方のヒダにいくほ　　ある。なお女のみに見られる左右差はさきに述べた正

ど口蓋縫線より離れて始まる。その走向も後方のヒダ　　常1級ヒダ出現帯の後境と歯の相対的位置で，右側が

ほど外側後方に傾斜していく。また右側のヒダは左側　　左側より有意に後方に位置している。

にくらべて後方への傾斜が強い。数珠状ヒダは1級ヒ　　　C　順位差について

ダのうちの約1／3に見られるが，後方のヒダほどその　　　韓国人横口蓋ヒダの各ヒダについて前後の順位別に

出現頻度が高い。1級ヒダ出現帯の後境は，左右の第　　比較すると，男女ともに正常1級ヒダの外形，始点お

2小臼歯の遠心部にほぼ一致し，右のヒダの方が1～　　よび数珠状ヒダに興味のある差が認められる。すなわ

2mm後方にあることが多い。2級ヒダは口蓋半側に　　ち，外形では最前方のヒダは轡曲を示すものが多く，

っいてみると全例の約1／2に出現するが，その数は1　　それより後方のヒダでは屈折を示すものの占める割合

本の例が大部分である。　　　　　　　　　　　　　　が多くなる（Table　5）。始点は前方のヒダでは口蓋縫

　B　左右差にっいて　　　　　　　　　　　　　　　線から始まるものが大部分であるが，後方に行くにし

　韓国人の横口蓋ヒダで有意の左右差が認められた項　　たがいその始点が口蓋縫線より離れて外側に寄ってい

目は，男女とも正常1級ヒダの走向と，歯と関連しな　　　く（Table　6）。また，前方のヒダには数珠状ヒダは

い正常1級ヒダ出現帯の後境の2項目である（いずれ　　あまりみられないが，後方に行くほど数珠状ヒダが多

も危険率1％）。すなわち，右側の正常1級ヒダは左　　　くなる（Table　10）。

側よりも後方へ強く傾斜しており，しかも右側のヒダ　　　以上述べたヒダの前方から後方への順位による差は，

が左側のものに比べてより後方にまで達していること　　山崎16）も述べているように，ヒダが後方のものから退

を示している（Table　7，12）。　　　　　　　　　　化していく様式を示すものではないかと考えられる。

　一方，正常1級ヒダ出現帯の後境と園の相対的位置　　その理由として，山崎16）はヒト以外の霊長類ではヒダ

についてみると，女の右側の正常1級ヒダの後境に対　　の外形はすべて轡曲を示しており，その始点は大部分

応する歯の部位が，左側のヒダの後境が対応する歯の　　が口蓋縫線にあり，数珠状ヒダはまったく認められな

部位より後方にあるものの，その有意差の危険率は5　　いことを挙げている。また，ヒトの全1級ヒダの数は

％と高く，また男の正常1級ヒダでは左右差が見られ　　どの人種でも，口蓋半側につき4～5本までであり，

ない。また規格外を含めた全1級ヒダ出現帯の後境と　　ほかの多くの哺乳動物にくらべてはるかに少ない。さ

歯の相対的位1醗についてみると，男女ともに左右差は　　らにヒダの分布域も哺乳動物では硬口蓋のほぼ全域に

認められない（Table　11）。　　　　　　　　　　　　わたっているのに対し，ヒトでは前方にのみ限局して

　これらのことより，ヒダの走向とヒダの最後点の位　　存在する1）－5）16）。これらのことも横口蓋ヒダの後方か

置は，歯の位置によっても規制されているのではない　　らの退化傾向を示しているのではないかと考えられる。

かということが考えられ，Lysell4）5）も同様の事を指　　そのほかの項日で順位差が認めらるのは正常1級ヒダ
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の走行であり，後方のヒダほどその走向が外側後方に　　との間に有意の差がなかったことから，1級ヒダの数

傾斜している（Table　7）。　　　　　　　　　　　　　には人種差がないと見なしたほうがよいものと考え

　D　性差にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　韓国人の横口蓋ヒダで男女の間に有意の差が認めら　　　切歯乳頭の大きさでは，その長さ・幅，長幅示数と

れたのは正常1級ヒダの外形，走向，分枝である。外　　もに韓国人は日本人より有意に小さくなっている（危

形では右側において男は女より屈折の占める率が高い　　険率1％：ただし女の長さだけは5％）。しかし，切

（危険率1％）。しかし左側では男女間にその差が認め　　歯乳頭の多くは表面が平滑な粘膜の高まりではなく，

られない（Table　5）。走向では右のRIのヒダで女　　中央部と左右の突出部との2部分からできている。そ

が有意に前方に傾斜し（危険率1％），右のRIVでは　　のために突繊部があまり目立ったものでない場合には，

女が有意に後方に傾斜している（危険率5％）。それ　　この突出部を切歯乳頭の1部とみなすか否かで観察者

以外のヒダでは男女の間に差がないので，ヒダ全体か　　の差が出る。したがって，長さに関しては観察者によ

ら見ると，ヒダの走向における性差はほんの1部に見　　る差は小さいと思われるが，幅についてはその差が大

られるに過ぎない（Table　7）。また分枝するヒダの　　きくなるものと思われる。これらのことより切歯乳頭

数は左側において男が女より有意に多い（危険率5％，　においては，その長さにおいてのみ両人種間に明らか

Table　8）。しかし，これらの男女間の差が何を意味　　な差があると考えられる。

しているかについては，今のところ不明である。なお　　　以上のようなことから全体的にみると，韓国人と日

韓国人の切歯乳頭においては，いずれの項目におい　　本人の横口蓋ヒダと切歯乳頭では人種差はないものと

ても男女の間に有意な差はみられない（Table　15，　　考えてよかろう。山崎16）によると20－24才の年令層の

16）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本人とLysel14）の同年令層の北欧人との比較にお

　E　人種差について　　　　　　　　　　　　　　　いて・有意差が認められるのは正常1級ヒダの数，始

　今回の観察，計測方法は，山崎の方法16）を用いたの　　点，走向，数珠状ヒダ，ヒダ出現帯の後境の歯との相

で，山崎による日本人の報告17）をもとに韓国人と日本　　対的位置，2級ヒダと断片ヒダの数と出現場所，なら

人の人種差について検討を加えた。この場合，Ly．　　びに切歯乳頭の外形と大きさの各項目である。しかし，

se114）5），山崎17）は正常1級ヒダの数，外形，走行，　　このうちさきに述べたような観察者による差が大きい

数珠状ヒダの出現率，ヒダ出現帯の後境の歯との相対　　と考えられる項目を除外すると，明らかに有意差が認

的位置，全1級ヒダの数，2級ヒダの数，ならびに切　　められたのは正常1級ヒダの始点と走向，2級ヒダと

歯乳頭の外形の各項目で加令的変化のみられることを　　断片ヒダの数と出現場所，切歯乳頭の長さの諸項図に

報告している。このことを考慮に入れて，山崎17）の報　　絞られるという。したがって，日本人と北欧人という

告の中から，本研究に用いた韓国人と同年令層の15～　　比較的に異なった人種間でも，有意差の見られる項目

19才の日本人のデータとを相互に比較した。　　　　　　はかなり少ないので，人類学的に非常に近い関係にあ

　その結果，同年令層の韓国人と日本人との両人種間　　ると考えられている韓国人と日本人との間で，差がほ

に有意の差が認められた項目は，全1級ヒダの数，切　　とんどないのはむしろ当然であるといえるのかもしれ

歯乳頭の大きさのみである。このうち，1級ヒダの数　　ない。

をみると，正常1級ヒダのみでは有意差はないが，規

格外1級げを臓ると躰人の平繊よ男女，左右　　　　wむすび

ともに韓国人のそれより有意に多く，両人種間に有意　　　14才～19才の韓国人の上顎石膏模型男女おのおの

差が生じてくる（危険率：男の右5％左1％，女は　　100個を材料として，Lysell4）5）の方法に準じた山

左右とも1％）。山崎16）17）は1級ヒダのヒダの数では　　崎16）の方法にしたがって，横口蓋ヒダならびに切歯乳

人種間に有意差が認められないと述べており，しかも　　頭について観察，計測を行うとともに，山崎17）の日本

規格外1級ヒダは比較的目立たない高まりであるため　　人の結果と比較した。

に，その判定には観察者によって差を生じやすく，印　　　1韓国人の横口蓋ヒダのうち，1級ヒダは口蓋半

象採取にあたっての精度にも左右されるのでその有意　　側につき3～4本であり，その大部分は轡曲した形を

性を論じるには危険性がある。したがって顕著な高ま　　示す。途中で分枝するものは7～10％である。また約

りである正常1級ヒダの数においては日本人と韓国人　　1／3の1級ヒダは数珠状を呈する。2級ヒダは全例の
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器糠讃の数は・蓋eik側について1本∴1翻畏塊嫉難徽

　2切歯乳頭の外形は梨子形が最も多く，卵形，長　である。

狭髪が顯謎撫とも、。見、れたの・・瀟轍・要鱗83回・オ・角購轍（昭和53年

、級。ダの趙と，靴髄しない正常・級・ダと槻　4月淳部市）セ・おいて鍼した・

驚懲1灘蒲警灘1こ齢灘渕・あた・，購・御瞭いた獣
賛繍欝藁f縫瓢濤鍵環含謙　濃灘饗灘矢嚢購嫁灘灘

位穿で盤、級。＿＿，、認＿のは，翻綴1懲鑛難幽

搬躍桝一　数珠IVIヒ塞灘謙囎し雛歪感撒
　5有意の性差は，正常1級ヒダの外形，走行，分　表します。

枝において見られる。
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